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平
成
六
年
三
月
後
半
、
私
は
各
旅
行
社
か
ら
取
寄
せ
た
カ
タ
ロ
グ

を
見
な
が
ら
、
各
社
に
片
っ
端
か
ら
電
話
を
か
け
ま
く
っ
て
い
た
。

　

翌
月
に
還
暦
を
迎
え
る
の
で
、
家
内
と
記
念
旅
行
を
し
よ
う
と
海

外
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
懸
命
に
探
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
り
か
ら
の

円
高
メ
リ
ッ
ト
を
追
い
風
に
、
空
前
の
海
外
旅
行
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
何

処
も
満
員
で
断
ら
れ
た
。
四
月
末
か
ら
五
月
初
旬
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
に
か
け
て
の
超
繁
忙
期
の
十
日
余
の
旅
行
パ
ッ
ク
を
、
直
前

に
な
っ
て
探
し
求
め
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
世
間
知
ら
ず
だ
と
言
わ

れ
た
が
、
な
ん
と
か
し
た
い
一
心
で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
よ
い
か

ら
と
、
無
理
や
り
希
望
コ
ー
ス
を
幾
つ
か
申
し
込
ん
だ
。

　

早
く
か
ら
計
画
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
仕
事
の
関
係
で
寸

前
に
な
ら
な
い
と
予
定
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
悲
し
い
運
命
で
致
し
方
が
な
か
っ
た
。
日
頃
の
心
掛
け
が
良
か
っ

た
の
か
、
広
い
世
の
中
に
は
拾
っ
て
く
れ
る
神
も
あ
っ
た
の
か
、
そ

れ
か
ら
暫
く
し
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

（
日
本
交
通
公
社
）
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ド

七
八
〇
『
エ
レ
ガ
ン
ト
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ド
イ
ツ
と
ス

イ
ス
ア
ル
プ
ス
・
パ
リ
十
二
日
間
の
旅
』
と
い
う
長
い
名
称
の
パ
ッ

ク
ツ
ア
ー
を
手
に
入
れ
た
。

　

会
社
に
休
暇
取
得
申
請
を
出
し
て
、
よ
う
や
く
四
月
末
か
ら
五
月

初
め
に
か
け
て
の
有
給
休
暇
の
許
可
を
得
た
。
出
発
ま
で
日
が
な
い

の
で
旅
行
代
金
の
支
払
い
を
は
じ
め
、
諸
手
続
に
慌
た
だ
し
い
日
々

を
送
っ
た
。
私
も
家
内
も
数
年
前
に
旅
券
を
取
っ
て
い
た
の
で
、
旅

券
取
得
手
続
の
煩
わ
し
さ
だ
け
は
逃
れ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
還
暦
記
念
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
ふ
り
返
る
と
、
な
ぜ
か
幸

運
の
女
神
が
微
笑
み
か
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
何
度
も
あ
っ
た
。
殆
ど
諦

め
て
い
た
、
こ
の
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
得
た
の
が
、
ま
ず
『
幸
運
そ
の

一
』
で
、
こ
れ
か
ら
の
幸
運
の
始
ま
り
に
な
っ
た
。

　

私
は
満
六
十
才
到
達
の
日
の
属
す
る
平
成
六
年
四
月
の
月
末
を
も

っ
て
定
年
と
な
る
の
で
、
会
社
の
幹
部
と
の
定
年
者
慰
労
昼
食
会
に

出
席
し
た
翌
日
の
四
月
二
十
三
日
（
土
）、
家
内
と
共
に
待
望
の
十

二
日
間
の
海
外
旅
行
に
出
か
け
る
事
に
な
っ
た
。

　

家
内
は
、
勿
論
海
外
旅
行
は
初
体
験
で
あ
っ
た
。

四
月
二
十
三
日
（
土
）
曇
り 

一
日
目

　

私
は
神
奈
川
県
大
和
市
在
住
で
あ
る
が
、
成
田
空
港
に
は
正
午
集

合
と
の
比
較
的
ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
で
、
横

浜
線
経
由
Ｊ
Ｒ 

横
浜
駅
か
ら
成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
利
用
し
、
空

港
で
予
め
送
っ
て
お
い
た
渡
航
用
ト
ラ
ン
ク
を
受
取
り
、
第
一
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
南
ウ
イ
ン
グ
四
階
Ｈ 

特
設
団
体
カ
ウ
ン
タ
ー
の

集
合
場
所
へ
臨
ん
だ
。
私
達
の
参
加
ツ
ア
ー
の
最
終
旅
行
構
成
人
員

は
、
団
体
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に
も
少
人
数
の
十
三
名
で
、
新
婚
三

組
、
Ｏ
Ｌ 

三
人
組
、
母
娘
一
組
、
そ
れ
に
最
高
年
齢
の
私
達
の
旧

婚
一
組
と
い
う
極
め
て
家
族
的
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
こ
の
パ
ッ

ク
ツ
ア
ー
の
所
定
人
数
枠
か
ら
す
れ
ば
、
遥
か
に
少
な
い
最
少
催
行

人
数
ぎ
り
ぎ
り
の
構
成
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
主
催
者
側
に
は
申

し
訳
な
い
が
、
私
達
に
と
っ
て
は
極
少
人
数
と
い
う
、
非
常
に
恵
ま

れ
た
環
境
が
与
え
ら
れ
、『
幸
運
そ
の
二
』
が
早
く
も
訪
れ
た
の
で

あ
る
。

　

出
発
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
手
続
処
理
を
見
て
い
て
、
こ

の
添
乗
員
は
前
職
が
日
航
社
員
と
か
の
、
と
て
も
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん

だ
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
気
配
り
の
よ
い
女
性
で
、
今
回
の
旅
が
楽
し
く
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
感
さ
せ
た
。

旅
の
し
お
り
、
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
、
全
員
お
揃
い
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

旅
物
語
・

オ
ズ
の
携
行
用
バ
ッ
ジ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
を
渡
さ
れ
、
全
員
旅
券

を
預
け
て
、
注
意
事
項
の
説
明
を
受
け
た
。

　

自
分
達
で
最
初
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
出
国
カ
ー
ド
の

記
入
だ
け
で
あ
っ
た
。
食
に
は
と
て
も
敏
感
な
私
は
、
添
乗
員
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
こ
の
ツ
ア
ー
の
朝
食
は
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
で
は
な
く
、
概
ね
バ
イ
キ
ン
グ
・
ス
タ
イ
ル
を
予
定
し
て
い
る
と

の
一
言
を
本
能
的
に
聞
き
逃
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
『
幸
運
そ
の

三
』
で
は
な
い
か
。

　

私
は
仕
事
の
関
係
で
来
日
中
の
ド
イ
ツ
人
と
も
交
流
が
あ
り
、
日

本
人
か
ら
み
た
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
毎
日
ど
ん
な
に
ま
ず
い
食

事
を
し
て
い
る
か
を
耳
に
タ
コ
が
出
来
る
程
聞
か
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
新
東
京
国
際
空
港
旅
客
施
設
使
用
料
大
人
一
人
当
た
り
二

千
円
を
支
払
っ
た
ら
、
日
本
円
の
世
界
と
は
当
分
お
別
れ
で
あ
る
。

　

出
国
手
続
を
終
っ
て
搭
乗
前
に
、
デ
ュ
テ
ィ
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ッ
プ



還暦記念ヨーロ

で
旅
行
中
の
晩
酌
用
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
買
っ
た
。
私
ご
と
の
海
外
旅

行
は
始
め
て
で
あ
る
が
、
仕
事
で
は
何
回
か
経
験
し
て
お
り
、
通
関

後
に
晩
酌
用
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
買
う
の
は
、
コ
ス
ト
・
ミ
ニ
マ
ム
を

狙
う
私
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。

　

ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
・
ド
イ
ツ
航
空
機
は
成
田
空
港
発
十
四
時
五
分
の

直
行
便
で
、
飛
行
中
は
歩
き
回
っ
た
り
、
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
、

眠
っ
た
り
、
喋
っ
た
り
、
な
る
べ
く
変
化
を
も
た
せ
た
が
、
十
数
時

間
は
も
う
退
屈
の
限
界
で
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
上
空
で
は
眼
下
に
壮

大
な
氷
の
海
が
眺
め
ら
れ
、
機
内
の
テ
レ
ビ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
図
上
に
飛
行
軌
跡
が
時
折
表
示
さ
れ
る
の
は
興
味
深

か
っ
た
。
こ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
は
飛
行
中
の
ロ
ー
カ
ル
地
域
の
地

図
と
世
界
全
体
の
地
図
が
交
互
に
表
示
さ
れ
る
の
で
、
今
現
在
の
状

態
が
把
握
で
き
安
心
に
つ
な
が
っ
た
。

　

私
の
隣
に
、
座
席
を
ハ
ミ
出
し
そ
う
な
屈
強
で
大
柄
な
外
人
が
い

た
の
で
、
下
手
な
英
語
と
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
て

み
た
。
彼
も
英
語
は
余
り
う
ま
く
な
か
っ
た
が
、
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
来

た
ク
ロ
ア
チ
ア
人
で
三
十
二
歳
、
職
業
を
聞
い
た
ら
ノ
コ
ギ
リ
で
木

を
切
る
と
言
う
か
ら
キ
コ
リ
で
は
な
い
か
。
彼
は
地
域
紛
争
真
最
中

の
ク
ロ
ア
チ
ア
に
比
べ
、
日
本
は
平
和
で
安
全
な
国
だ
か
ら
羨
ま
し

い
と
言
っ
て
い
た
。

　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
で
の
入
国
手
続
き
を
済
ま
せ
る
と
早
速
チ

ッ
プ
や
枕
銭
用
の
小
銭
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
取
り
敢
え
ず
五
千
円

を
七
五
・
五
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
に
交
換
し
た
。
レ
ー
ト
は
六
六
・
二
三

円
で
あ
っ
た
。

　

成
田
を
出
て
十
数
時
間
、
機
内
で
既
に
一
晩
明
か
し
て
来
た
よ
う

な
気
分
で
現
地
時
間
の
午
後
八
時
頃
、
宿
舎
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

コ
ン
テ
ィ
ネ
ン
タ
ル
に
投
宿
し
た
。
機
内
で
夕
食
を
済
ま
せ
て
い
た

が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

の
計
ら
い
で
部
屋
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
フ
ル
ー
ツ
の

差
し
入
れ
が
あ
り
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
後
、
こ
の
差
し
入
れ
を
肴

に
家
内
と
ド
イ
ツ
・
ビ
ー
ル
で
無
事
の
到
着
を
乾
杯
し
、
晩
酌
の
ウ

ィ
ス
キ
ー
の
水
割
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

翌
朝
は
す
ぐ
出
発
で
き
る
様
に
荷
作
り
の
段
取
り
を
済
ま
せ
て

ら
寝
た
。
私
達
夫
婦
は
、
二
人
で
サ
ム
ソ
ナ
イ
ト
の
渡
航
用
中
型

ラ
ン
ク
一
個
と
手
荷
物
だ
け
の
軽
装
で
あ
っ
た
の
で
、
荷
解
き
、

造
り
は
比
較
的
容
易
で
機
動
性
に
富
ん
で
い
た
。

四
月
二
十
四
日
（
日
）
快
晴 

二
日
目

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
六
時
、
バ
イ
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
朝
食
六
時

荷
物
回
収
七
時
、
ホ
テ
ル
出
発
八
時
十
五
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

っ
た
が
、
私
は
早
朝
か
ら
家
内
と
ホ
テ
ル
近
隣
を
散
歩
し
な
が
ら

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
取
っ
た
り
し
て
過
ご
し
た
。
私
は
出
勤
時

刻
が
早
い
の
で
、
日
本
で
は
家

内
と
早
朝
に
散
歩
す
る
こ
と
は
、

先
ず
有
得
な
い
か
ら
不
思
議
な

も
の
だ
。
こ
の
様
な
行
動
が
可

能
な
と
こ
ろ
に
、
人
生
六
十
年

の
節
目
で
あ
る
今
回
の
旅
の
大

き
な
意
義
が
あ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
何
と
い
っ
て
も
こ
こ
は
、
生
ま
れ
て
始
め
て
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
あ
り
、
夫
婦
共
々
日
本
と
は
大
い
に
異
な
る
周
囲
の
風

に
や
っ
と
外
国
に
来
た
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

早
朝
の
せ
い
か
行
き
交
う
人

も
見
当
た
ら
ず
、
静
寂
な
川
岸

の
青
桐
の
木
立
ち
の
中
を
散
歩

し
た
。
私
ご
と
で
来
て
い
る
の

に
、
マ
イ
ン
川
対
岸
の
ビ
ル
に

Ａ
Ｅ
Ｇ 

の
看
板
を
見
付
け
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
電
機
メ
ー
カ

ー
の
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
エ
レ
ク
ト
リ
シ
ェ
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
こ

こ
に
あ
る
の
か
と
思
っ
た
り
し
て
、
つ
い
娑
婆
気
が
出
て
し
ま
う
。

　

ホ
テ
ル
へ
帰
っ
て
六
時
半
に
朝
食
を
取
っ
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

　

山
の
傾
斜
面
に
聳
え
る
数
多
く
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
る
形
状
を
し
た

古
城
や
教
会
の
塔
な
ど
は
、
い
に
し
え
か
ら
ラ
イ
ン
川
を
見
下
ろ
し

つ
つ
、
そ
こ
に
存
在
し
た
様
々
な
時
代
の
歴
史
的
事
実
を
見
て
来
た

の
で
あ
ろ
う
と
、
想
い
を
馳
せ
た
。
エ
ー
レ
ン
フ
ェ
ル
ス
（
名
誉
の
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かト荷半
、

あ、景

を
済
ま
せ
て
、
こ
れ
か
ら
数
日
間
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
専
用
大
型

バ
ス
で
ラ
イ
ン
川
へ
向
っ
た
。
我
々
の
荷
物
も
一
緒
に
バ
ス
の
中
に

収
納
し
て
同
時
に
移
動
す
る
の
で
安
心
し
て
旅
行
を
楽
し
め
る
。

　

五
十
人
乗
り
の
専
用
大
型
バ
ス
に
十
三
名
し
か
い
な
い
の
だ
か
ら
、

二
人
座
席
に
一
人
座
っ
て
も
ま
だ
ガ
ラ
ガ
ラ
で
、
車
内
は
極
め
て
ゆ

っ
た
り
し
て
い
て
快
適
だ
っ
た
。
車
内
は
空
調
は
勿
論
、
テ
レ
ビ
・

ト
イ
レ
付
き
、
ク
ー
ラ
ー
収
納
の
原
価
販
売
の
飲
物
付
き
で
、
更
に

外
貨
交
換
も
随
意
に
扱
っ
て
く
れ
て
非
常
に
便
利
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
旅
行
は
色
々
な
国
を
ま
わ
り
、
通
貨
も
多
様
に
変
化
す
る

の
で
、
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
ェ
ッ
ク
を
初
め
一
切
外
貨
を
買
わ
ず
、
買

い
物
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
で
処
理
す
る
こ
と
に
決
め
て
お
り
、

現
金
は
必
要
最
小
限
の
い
わ
ゆ
る
小
銭
程
度
の
円
貨
し
か
持
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
専
用
バ
ス
が
ま
る
で
走
る
外
為
銀
行
の
役

目
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
大
助
か
り
で
あ
っ
た
。

　

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
で
の
大
型
バ
ス
の
高
速
疾
走
の
小
気
味
良
さ
、
そ

れ
に
周
り
の
珍
し
い
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ラ
イ
ン
川
・
ク
ル
ー
ズ

の
乗
船
基
地
で
あ
る
リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
の
町
に
到
着
し
た
。

　

し
ば
ら
く
つ
ぐ
み
横
丁
（
グ
ロ
ッ
セ
ル
・
ガ
ッ
セ
）
近
辺
で
色
々

な
土
産
店
や
ド
イ
ツ
独
特
の
珍
し
い
家
並
を
見
物
し
て
か
ら
ク
ル
ー

ズ
に
乗
船
し
た
。
出
船
直
後
、
進
行
右
手
に
広
大
な
ブ
ド
ウ
畑
の
な

だ
ら
か
な
斜
面
が
広
が
り
、
そ
の
丘
の
奥
の
森
の
方
に
巨
大
な
女
神

ゲ
ル
マ
ニ
ア
の
銅
像
（
一
八
八
三
年
）
が
聳
え
て
い
た
。
内
陸
水
路

の
交
通
量
で
は
世
界
一
を
誇
る
だ
け
あ
っ
て
、
ラ
イ
ン
川
は
思
っ
た

よ
り
も
大
き
な
川
で
、
行
き
交
う
様
々
な
船
も
数
多
く
、
船
体
も
相

当
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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と
り
で
の
意
、
一
二
一
一
年
）
城

跡
、
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
（
一

〇
〇
〇
年
）、
ゾ
オ
ー
ネ
ッ
ク
城
（
十

一
世
紀
）、
中
洲
に
あ
る
船
型
の
プ

フ
ァ
ル
ツ
城
を
過
ぎ
て
、
ロ
ー
レ

ラ
イ
の
岩
を
進
行
方
向
右
手
に
見

て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
ラ
イ
ン

川
・
ク
ル
ー
ズ
も
乗
船
後
約
二
時
間
の
行
程
を
終
り
、
ザ
ン
ク

ト
ゴ
ア
ハ
ウ
ゼ
ン
で
下
船
し
て
昼
食
を
取
っ
た
。

　

私
達
夫
婦
は
ワ
イ
ン
を
嗜
ん
だ
が
、
ツ
ア
ー
料
金
に
含
ま
れ
な
い

飲
み
物
代
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
は
添
乗
員
が
集
金
し
て
ま
と
め
て

支
払
っ
た
。

　

午
後
は
再
び
バ
ス
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
へ
向
い
午
後
三
時
半
頃
到

着
し
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
城
内
を
見
物
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
城
廃
墟

前
で
の
記
念
写
真
撮
影
や
ド
イ
ツ

ワ
イ
ン
の
試
飲
を
し
た
後
、
大
学

を
中
心
と
し
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ

市
内
や
ネ
ッ
カ
ー
川
に
十
八
世
紀

に
架
け
ら
れ
た
、
こ
の
街
で
最
古

の
石
造
り
の
古
い
橋
（
ア
ル
テ
・

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
）
を
見
物
し
た
。

　

夕
方
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
市
内

の
ホ
リ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ク
ラ
ウ
ン
・
プ
ラ
ザ
に
投
宿
し
、
こ
の
夜
は

今
回
始
め
て
の
デ
イ
ナ
ー
を
味
わ
っ
た
。

四
月
二
十
五
日
（
月
）
快
晴
三
日
目

　

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
七
時
半
、
朝
食
・
荷
物
回
収
八
時
半
、
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
を
済
ま
せ
、
ホ
テ
ル
出
発
九
時
半
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

あ
っ
た
が
、
早
朝
か
ら
家
内
と
古
い
橋
（
ア
ル
テ
・
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
）

を
渡
っ
て
対
岸
へ
行
っ
た
。

　

民
家
の
橙
色
の
屋
根
、
岸
辺

の
鬱
蒼
と
し
た
木
立
ち
と
芝
生

の
緑
、
そ
れ
に
水
際
で
餌
を
啄

む
白
鳥
の
色
彩
の
取
り
合
せ
は
、

ま
る
で
絵
葉
書
の
よ
う
な
風
景

で
、
ス
ナ
ッ
プ
に
収
め
た
の
は

勿
論
で
あ
る
。

　

街
か
ら
丘
を
登
っ
て
『
哲
学
者
の
道
』
を
散
策
し
た
が
、
道
の
突

き
当
た
り
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
哲
学
科
の
表
示
の
あ
る
建
物
が

あ
っ
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
済
ま
せ
、
九
時
半
に
ホ
テ
ル
を
出
発
、
古
城

街
道
を
通
っ
て
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
へ
向
っ
た
。
自
分
の
名
字
が
街
道

の
名
前
に
な
っ
て
い
る
の
は
何
と
も
妙
な
気
分
だ
。
ネ
ッ
カ
ー
川
の

上
流
で
小
休
止
の
際
、
予
め
添
乗
員
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
通
り
朝
食

の
パ
ン
を
持
っ
て
来
て
、
水
際
の
白
鳥
や
鴨
に
や
り
な
が
ら
、
沢
山

集
ま
っ
て
来
る
の
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
パ
ン
を
川
や
湖
の
野
鳥
に
や

り
な
が
ら
、
し
ば
し
の
憩
い
を
取
る
場
面
が
、
今
回
の
旅
で
こ
れ
か

ら
後
、
何
度
か
訪
れ
る
事
に
な
る
。
こ
の
様
な
場
面
は
日
本
で
は
殆

ど
見
か
け
な
い
が
、
と
て
も
気
持
ち
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

専
用
バ
ス
の
運
転
手
は
サ
ッ
カ
ー
の
ラ
モ
ス
選
手
に
似
た
大
男
で
、

途
中
道
を
間
違
え
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
。

　

古
城
街
道
は
そ
の
名
の
通
り
、
山
の
斜
面
の
至
る
と
こ
ろ
に
数
多

く
の
古
城
が
聳
え
て
お
り
一
種
独
特
な
風
景
を
楽
し
む
事
が
出
来
た
。

正
午
頃
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
の
宿
舎
の
ア
イ
ゼ
ン
フ
ッ
ト
前
に
到
着
。

　

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て
荷
物
が
部
屋
に
運
ば
れ
た
の
を
確
認
し
て
昼

食
に
出
か
け
た
。
午
後
は
城
壁
で
囲
ま
れ
中
世
都
市
の
面
影
を
と
ど

め
た
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
市
街
を
散
策
し
た
。
市
街
中
心
部
の
マ
ル
ク

ト
広
場
、
市
庁
舎
、
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
（
十
四
世
紀
頃
の
建
造
）
の
十

七
米
高
さ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
市
街
を
取
り
巻
く
木
造
の
城
壁
の

中
の
散
策
な
ど
、
い
に
し
え
を
し
の
ぶ
の
に
は
、
十
分
過
ぎ
る
た
た

ず
ま
い
で
あ
っ
た
。
城
門
外
の
公
園
と
思
し
き
と
こ
ろ
に
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。

　

宿
舎
の
ア
イ
ゼ
ン
フ
ッ
ト
は
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
有
数
の
名
門
ホ
テ

ル
だ
そ
う
で
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
古
い
家
具
調
度
品
類
が
保
存

さ
れ
た
古
式
豊
か
な
建
屋
内
部
に
居
る
と
、
ま
る
で
中
世
を
旅
し
て

い
る
様
な
気
分
に
な
っ
た
。

　

こ
の
日
の
夕
食
の
際
、
突
然
嬉
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
た
。
こ

の
四
月
二
十
五
日
は
、
私
が
満
六
十
歳
に
な
っ
た
還
暦
記
念
の
誕
生

日
で
あ
っ
た
が
、
夕
食
開
始
直
前
に
添
乗
員
か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

の
名
に

お
い
て
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
ワ
イ
ン
、
ケ
ー
キ
、
花
束
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
と
言
わ
れ
、
同
行
の
仲
間
全
員
か
ら
も
祝
福
を
受
け
た
。

　

海
外
旅
行
中
に
誕
生
日
が
到

来
し
、
し
か
も
血
縁
で
な
い
大

勢
の
人
達
に
祝
っ
て
も
ら
う
と

い
う
偶
然
、
生
涯
で
こ
ん
な
に

感
激
し
た
幸
せ
な
瞬
間
は
い
ま

だ
か
っ
て
な
く
、
還
暦
記
念
旅

行
に
相
応
し
い
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
『
幸
運
そ

の
四
』
を
与
え
て
下
さ
っ
た
神
に
心
底
感
謝
し
た
次
第
で
あ
る
。

四
月
二
十
六
日
（
火
）
曇
り 

四
日
目

　

朝
か
ら
ド
ン
ヨ
リ
し
て
、
今
に
も
降
り
そ
う
な
天
気
で
ま
る
で
夕

方
の
様
に
暗
い
。
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
七
時
、
荷
物
回
収
・
朝
食
八

時
、
ホ
テ
ル
出
発
九
時
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
経
由
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

へ
向
っ
た
。
専
用
バ
ス
は
昨
日
ま
で
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

午
前
十
時
頃
、
中
世
の
姿
の
ま
ま
の
形
で
保
存
さ
れ
た
デ
ィ
ン
ケ
ン

ス
ビ
ュ
ー
ル
の
街
で
、
小
休
止
兼
観
光
を
し
た
。
こ
こ
で
は
小
雨
が

プファルツ城 アルテ・ブリッケ

ネッカー川の白鳥

還暦記念誕生日
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降
っ
て
い
て
肌
寒
か
っ
た
。
再
び
バ
ス
に
乗
り
、
正
午
少
し
前
、
ア

ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
市
内
へ
入
っ
て
来
た
が
、
街
の
一
角
で
自
分
の
仕
事

で
関
係
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
世
界
的
な
複
合
大
企
業
で
あ
る
Ｍ
Ａ
Ｎ

社
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
車
中
か
ら
発
見
し
た
。

　

十
二
時
半
頃
街
中
心
部
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
市
庁
舎
の
前
に
到
着

し
た
。
こ
の
市
庁
舎
の
地
下
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が

ら
昼
食
を
取
っ
た
。
こ
の
地
下
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
市
庁
舎
の
時
計
塔

の
駆
動
機
構
部
が
あ
り
何
と
も
古
色
蒼
然
と
し
た
、
た
た
ず
ま
い
で

あ
っ
た
。
昼
食
後
し
ば
ら
く
は
自
由
行
動
で
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
市
内

で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、
そ
の
後
再
び
車
中
へ
戻
っ
た
。

　

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
を
出
て
二
時

間
程
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
内
へ
入
り
、

雨
の
ニ
ン
フ
ェ
ン
ブ
ル
グ
城
を
見

物
し
た
。
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世

紀
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
バ
イ
エ

ル
ン
王
家
の
夏
の
離
宮
の
由
だ
が
、

広
大
な
美
し
い
庭
園
と
宮
殿
は
見

ご
た
え
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
郊
外
の
宿
舎
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ペ
ン
タ
・

ホ
テ
ル
に
旅
装
を
解
い
た
。
添
乗
員
が
午
後
の
ひ
と
と
き
を
地
下
鉄

を
利
用
し
て
市
の
中
心
部
へ
行
っ
て
自
由
行
動
し
な
い
か
と
提
案
し

て
き
た
の
で
早
速
同
調
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ド
イ
ツ
に
来
て
地
下
鉄
に
乗
る
こ
と
な
ど
考
え
て
も
い
な
か
っ
た

の
で
交
通
シ
ス
テ
ム
の
違
い
に
は
興
味
を
引
か
れ
た
。
マ
リ
エ
ン
広

場
や
古
式
豊
か
な
旧
市
庁
舎
の
あ
た
り
を
散
策
し
て
、
と
あ
る
街
角

の
一
杯
飲
み
屋
で
家
内
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
齧
り
な
が
ら
ビ
ー
ル
の
ジ

ョ
ッ
キ
を
空
け
た
。

　

こ
の
夜
の
夕
食
は
ホ
テ
ル
で
は
な
く
、
街
の
ビ
ア
・
レ
ス
ト
ラ
ン

へ
繰
り
出
し
て
、
飲
み
放
題
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ビ
ー
ル
の
大
ジ
ョ
ッ
キ

を
何
杯
も
空
け
、
ド
イ
ツ
料
理
と
ド
イ
ツ
音
楽
を
気
の
行
く
ま
で
楽

し
ん
で
午
後
九
時
半
頃
ホ
テ
ル
に
帰
着
し
た
。

四
月
二
十
七
日
（
水
）
快
晴 

五
日
目

　

今
日
は
専
用
バ
ス
で
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
、
ス
イ
ス
と
四
国
に
跨
が
っ
て
、
旅
行
行
程
が
長
い
の
で
早

く
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
五
時
半
、
荷
物

回
収
・
朝
食
六
時
半
、
ホ
テ
ル
出
発
七
時
半
で
あ
っ
た
。
天
候
快
晴

で
絶
好
の
旅
行
日
和
の
中
、
専
用
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
こ
と
約
二
時
間
、

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
観
光

の
起
点
と
も
終
点
と
も

言
わ
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
美

し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た

牧
歌
的
な
地
域
に
あ
る

ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
ン

ガ
ウ
の
山
の
麓
に
着
い

た
。
こ
こ
は
ア
ル
プ
ス

に
も
近
い
そ
う
で
あ
る
。

　

馬
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
山
の
上
に
あ
る
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ア
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
城
（
一
八
六
九
年
か
ら
、
十
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
建
造
）
の

山
門
に
着
い
た
。
こ
の
城
は
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
美
し
い
城
で
、
幻

想
的
で
華
麗
な
そ
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、
毎
年
世
界
中
か
ら
多
く

の
旅
行
者
が
訪
れ
る
と
い
う
。

城
内
の
王
の
寝
室
や
歌
人
の
間

の
壁
画
、
調
度
品
は
目
を
引
く

も
の
ば
か
り
で
、
城
外
の
風
景

も
断
崖
絶
壁
の
上
か
ら
の
眺
望

は
ま
さ
し
く
絶
景
で
あ
っ
た
。

日
本
語
の
説
明
案
内
テ
ー
プ
が

流
れ
て
い
た
の
に
は
、
日
本
人

も
こ
ん
な
所
ま
で
大
勢
繰
り
出
し
て
来
て
い
る
の
か
と
半
ば
呆
れ
、

半
ば
感
心
し
た
。

　

下
り
は
徒
歩
で
バ
ス
ま
で
戻
り
、
湖
近
く
の
ア
ル
ペ
ン
・
ブ
リ
ッ

ク
で
昼
食
を
済
ま
せ
た
。
再
び
バ
ス
に
乗
り
、
五
日
滞
在
し
た
ド
イ

ツ
に
別
れ
を
告
げ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
を
通
っ
て
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
に
着
い
た
。

　

Ｅ
Ｕ 

（
欧
州
連
合
）
内
は
出
入
国
通
関
手
続
は
、
一
切
不
要
と

の
事
で
あ
る
が
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
だ
け
は
、
唯
一
旅
券
に
記

念
の
通
過
証
明
印
を
押
印
し
て
く
れ
た
。
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か

ら
ス
イ
ス
へ
入
り
、
午
後
六
時
過
ぎ
頃
、
ス
イ
ス
・
ル
ツ
エ
ル
ン
州

の
州
都
ル
ツ
エ
ル
ン
の
山
の
中
腹
に
あ
る
宿
舎
の
ホ
テ
ル
・
シ
ャ
ト

ウ
・
ギ
ュ
ッ
チ
に
着
き
、
ゆ
う
に
十
時
間
以
上
の
長
い
バ
ス
旅
は
終

っ
た
。

　

宿
泊
予
定
の
ホ
テ
ル
が
変
更
さ
れ
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
パ
ッ
ク
ツ

ア
ー
の
ホ
テ
ル
を
回
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
か
で
、
こ
の
ホ
テ
ル
・

シ
ャ
ト
ウ
・
ギ
ュ
ッ
チ
は
、
そ
の
ケ
ー
ス
に
相
当
し
た
、
名
門
の
ホ

テ
ル
で
あ
っ
た
。
私
達
は
、『
幸
運
そ
の
五
』
に
遭
遇
し
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
庭
に
は
、
な
ん
と
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
、

い
に
し
え
の
本
物
の
大
砲
が
飾
っ
て
あ
っ
た
。
夕
食
は
一
応
正
装
で

出
席
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
。

四
月
二
十
八
日
（
木
）
快
晴 

六
日
目

　

昨
日
に
比
べ
る
と
今
日
は
ゆ
っ
く
り
で
き
る
。
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ル
八
時
、
荷
物
回
収
九
時
、
ホ
テ
ル
出
発
十
時
半
、
朝
食
は
七
時
か

ら
十
時
ま
で
取
れ
ば
よ
い
。
年
を
取
る
と
早
起
き
が
習
慣
に
な
っ
て

お
り
こ
の
日
も
早
朝
か
ら
ル
ツ
エ
ル
ン
市
内
を
散
歩
す
る
こ
と
に
し

た
。
ホ
テ
ル
の
裏
側
の
急
な
斜
面
に
自
動
発
着
式
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

が
あ
り
、
ホ
テ
ル
宿
泊
人
は
無
料
で
利
用
で
き
た
。
こ
の
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
に
乗
る
と
長
い
山
道
を
短
絡
し
て
す
ぐ
町
中
へ
至
る
。

　

降
り
た
す
ぐ
の
所
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
一
本

一
・
二
五
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
（
約
百
円
）
と
安
い
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
の
一
リ
ッ
ト
ル
入
り
ボ
ト
ル
を
買
っ
た
。
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
の

エ
イ
ビ
ア
ン
や
ビ
ッ
テ
ル
は
ガ
ス
封
入
で
は
な
い
の
で
飲
み
易
い
。

ニンフェンブルグ城

ノイシュバンシュタイン城内

ノイシュバンシュタイン城
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
水
も
有
料
な
の
で
私
達
は
も
っ
ぱ
ら
ス
ー
パ
ー

で
安
い
の
を
買
う
こ
と
に
し
た
。

　

ル
ツ
エ
ル
ン
湖
か
ら
市
内
を
横
断
す
る
様
に
水
量
が
豊
富
と
言
う

か
、
流
れ
の
早
い
ロ
イ
ス
川
が
あ
り
、
雪
解
水
な
の
か
、
凄
く
冷
た

い
水
で
あ
っ
た
。
そ
の
ロ
イ
ス
川
の
上
に
カ
ペ
ル
橋
が
架
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
十
四
世
紀
に
完
成
し
た
と
い
う
屋
根
付
き
の
木
橋
で
、

屋
根
裏
の
梁
に
百
余
り
の
板
絵
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
ル
ツ
エ
ル
ン
の

象
徴
と
言
わ
れ
て
い
る
。
火
災
に
遭
っ
た
た
め
、
今
の
橋
は
復
元
後

の
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

　

橋
の
中
ほ
ど
に
八
角
形
の
『
水
の
塔
』
が
あ
る
。
こ
の
カ
ペ
ル
橋

は
切
手
の
絵
に
も
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
絵
柄
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ

の
橋
の
あ
た
り
か
ら
見
た
山
の
中
腹
に
あ
る
私
達
の
宿
舎
ホ
テ
ル
・

シ
ャ
ト
ウ
・
ギ
ュ
ッ
チ
は
白
色
で
優
雅
な
お
城
と
い
う
た
た
ず
ま
い

で
、
山
の
緑
と
調
和
し
て
い
っ
ぷ
く
の
絵
に
な
る
構
図
で
あ
っ
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
し
て
か
ら
専
用
バ
ス
で
旧
市
街
、
ラ
イ
オ
ン

記
念
碑
、
ル
ツ
エ
ル
ン
湖
畔
を
周
遊
し
て
、
ス
イ
ス
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
ベ
ル
ナ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
地
方
の
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル

ト
へ
向
っ
た
。
午
後
三
時
頃
に
、
雄
大
な
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
（
標
高
四

一
五
八
米
）、
メ
ン
ヒ
（
標
高
四
〇
九
九
米
）、
ア
イ
ガ
ー
（
標
高
三

九
七
〇
米
）
等
の
有
名
な
ア
ル
プ
ス
連
山
が
目
前
に
聳
え
立
つ
グ
リ

ン
デ
ル
ワ
ル
ト
（
こ
の
地
名
は
ケ
ル
ト
語
で
『
岩
と
森
』
の
意
味
）

に
到
着
し
た
。

　

標
高
五
六
六
米
の
イ
ン
タ
ラ
ー
ケ
ン
（
こ
の
町
は
ト
ゥ
ー
ン
湖
と

ブ
リ
エ
ン
ツ
湖
の
間
に
位
置
し
、
ラ
テ
ン
語
で
『
湖
の
間
』
の
意
味
）

が
、
ア
ル
プ
ス
の
麓
と
す
れ
ば
、
標
高
一
〇
三
四
米
の
グ
リ
ン
デ
ル

ワ
ル
ト
は
、
中
腹
の
感
じ
で
あ
る
。
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
街
か
ら

少
し
離
れ
た
宿
舎
の
ア
イ
ガ
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
受
付
け
や
食
堂
の
あ

る
本
館
、
ロ
ッ
ジ
風
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
本
館
か
ら
五
十
米
程
離
れ
た

山
の
方
に
あ
る
宿
舎
専
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
付
き
高
層
ロ
ッ
ジ
の
三
つ

か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

荷
降
ろ
し
を
し
て
か
ら
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
駅
近
く
の
商
店
街

を
散
歩
し
、
例
に
よ
っ
て
ス
ー
パ
ー
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
を
仕
込

ん
だ
。
こ
の
日
の
夕
食
は
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ッ
ジ
風
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

四
人
な
い
し
五
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
卓
を
囲
み
、
ス
イ
ス
の

名
物
の
チ
ー
ズ
・
フ
ォ
ン
ジ
ュ
に
舌
ツ
ズ
ミ
を
打
っ
た
。

四
月
二
十
九
日
（
金
）
快
晴 

七
日
目

　

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
八
時
、
朝
食
七
時
、
ホ
テ
ル
出
発
九
時
四
十

分
、
今
晩
ま
た
泊
ま
る
の
で
荷
物
の
回
収
は
な
く
、
安
ら
か
な
気
分

だ
。
早
朝
の
太
陽
が
昇
る
前
後
の
ア
ル
プ
ス
の
氷
の
山
々
は
、
時
の

経
過
に
つ
れ
て
ピ
ン
ク
か
ら
オ
レ
ン
ジ
へ
と
色
彩
が
変
化
し
、
や
が

て
日
光
に
映
え
て
銀
色
に
輝
き
、
紺
碧
の
空
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で

と
て
も
眩
し
か
っ
た
。

　

空
気
は
綺
麗
で
本
当
に
清
々
し
い
朝
を
迎
え
て
、
命
の
洗
濯
と
は

こ
の
様
な
も
の
だ
ろ
う
な
と
つ
く
ず
く
思
っ
た
。
今
日
は
高
山
遠
足

の
た
め
厚
着
し
て
、
帽
子
と
サ
ン
グ
ラ
ス
を
持
っ
て
、
九
時
四
十
分

に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
駅
ま
で
歩
い
た
。
周
囲
が
緑
の
グ
リ
ン
デ
ル

ワ
ル
ト
駅
か
ら
登
山
電
車
に
乗
る
頃
に
は
、
太
陽
に
当
て
ら
れ
て
汗

ば
む
程
で
あ
っ
た
が
、
電
車
が
動
き
出
し
高
度
が
急
速
に
増
し
て
行

く
と
、
風
景
も
緑
か
ら
白
雪
、
更
に
氷
へ
と
変
化
し
気
温
も
急
激
に

下
降
し
た
。
や
が
て
雪
が
積
も
っ
た
ク
ラ
イ
ネ
・
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
駅

（
標
高
二
〇
六
一
米
）
に
着
き
、
午
前
十
一
時
頃
に
早
め
の
昼
食
を

済
ま
せ
た
。

　

ク
ラ
イ
ネ
・
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク
駅
を
出
発
し
た
登
山
電
車
は
更
に
高

度
を
上
げ
、
山
を
く
り
抜
い
た
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
上
の
方
へ
登
っ
て

行
く
。
途
中
の
ア
イ
ガ
ー
ヴ
ア
ン
ト
駅
（
標
高
二
八
六
五
米
）
で
ホ

ー
ム
の
窓
越
し
に
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
緑
の
谷
間
を
見
て
、
更
に

上
の
ア
イ
ス
メ
ー
ル
駅
（
標
高
三
一
六
〇
米
）
で
氷
河
が
崩
れ
て
行

く
様
子
を
眺
め
、
最
終
駅
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
（
標
高
三
四
五

四
米
で
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
肩
の
部
分
に
相
当
す
る
駅
）
に
到
着
し
た

の
が
午
後
一
時
頃
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
更
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
展
望
台
（
標
高

三
五
七
三
米
）
へ
登
り
、
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
を
堪
能
し
た
後
、
再
び

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
へ
降
り
て
、
氷
河
を
く
り
抜
い
た
展
示
室
の

『
氷
の
宮
殿
』
見
学
、
更
に
大
雪
原
へ
出
て
、
赤
十
文
字
の
ス
イ
ス

の
国
旗
が
立
っ
た
付
近
を
散
策
し
、
万
年
雪
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
長
の

ア
レ
ッ
チ
氷
河
を
眺
望
し
た
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
最
も
高
い
場
所
の
郵
便
局
が
あ
り
、
添
乗
員
に
言
わ
れ
て

予
め
準
備
し
て
き
た
自
分
宛
て
の
絵
葉
書
を
投
函
し
た
。
帰
宅
し
た

ら
記
念
の
消
印
が
施
さ
れ
た
葉
書
が
既
に
配
達
さ
れ
て
い
た
。

　

よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
地
上
で
三
千
米
を
こ
え
る
よ
う
な
高

所
に
来
た
こ
と
は
、
自
分
の
生
涯
で
も
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。

　

し
か
も
こ
の
様
な
凄
い
場
所
に
何
の
苦
労
も
せ
ず
に
短
時
間
で
容

易
に
到
達
で
き
る
の
は
驚
き
だ
。
と
に
か
く
丸
一
日
ア
ル
プ
ス
・
オ

ン
パ
レ
ー
ド
で
疲
れ
た
が
、
こ
れ
も
高
山
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　

午
後
四
時
頃
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
宿
舎
ア
イ
ガ
ー
ブ
リ
ッ
ク
に

帰
着
し
た
時
は
さ
す
が
に
グ
ッ
タ
リ
し
て
い
た
。
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

て
呑
ん
だ
ビ
ー
ル
の
酔
い
の
早
か
っ
た
こ
と
。
今
回
の
ツ
ア
ー
仲
間

の
う
ち
新
婚
の
カ
ッ
プ
ル
一
組
が
、
朝
か
ら
別
の
ア
ル
プ
ス
登
山
コ

ー
ス
へ
出
か
け
て
行
っ
た
が
夕
食
時
に
帰
っ
て
来
ず
、
海
外
で
は
あ

る
し
何
か
事
故
に
で
も
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
皆
で
心
配

し
た
。
団
体
行
動
は
い
つ
も
そ
う
だ
が
、
自
分
以
外
の
人
に
迷
惑
を

掛
け
る
事
だ
け
は
、
絶
対
慎
む
べ
き
だ
。
結
局
は
無
事
に
帰
っ
て
来

た
の
で
、
皆
で
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
、
こ
の
旅
で
始
め
て
同
一

場
所
で
二
泊
し
た
ス
イ
ス
・
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
夜
は
静
か
に
更

け
て
行
っ
た
。

四
月
三
十
日
（
土
）
快
晴 

八
日
目

　

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
六
時
半
、
荷
物
の
回
収
七
時
半
、
ホ
テ
ル
出

発
八
時
半
、
専
用
バ
ス
は
一
路
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
へ
向
う
。
十
一
時
頃
、

レ
マ
ン
湖
が
見
え
て
き
た
所
で
大
通
り
か
ら
外
れ
て
湖
畔
近
く
の
シ
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ョ
ン
城
を
観
光
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

レ
マ
ン
湖
は
ス
イ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
が
る
ア
ル
プ
ス
地
域
最
大

の
東
西
に
長
い
三
日
月
形
の
湖
で
、
長
さ
が
約
七
二
キ
ロ
米
、
南
北

最
大
幅
が
約
一
四
キ
ロ
米
、
水
深
三
一
〇
米
、
北
側
に
は
ジ
ュ
ラ
山

脈
が
ひ
か
え
、
南
と
東
は
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
湖
の
北
側

は
ス
イ
ス
領
で
、
国
際
都
市
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
ま
た
国
際
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ 

）
本
部
が
置
か
れ
て
、
こ
の
辺
の
文
化
の

中
心
で
も
あ
る
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
で

有
名
な
モ
ン
ト
ル
ー
の
街
等
が
あ
る
。
陽
当
た
り
の
良
い
南
向
き
の

斜
面
で
は
ブ
ド
ウ
栽
培
が
盛
ん
で
上
質
な
白
ワ
イ
ン
の
産
地
に
な
っ

て
い
る
。
南
側
の
フ
ラ
ン
ス
領
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
や
温
泉
リ

ゾ
ー
ト
で
知
ら
れ
た
エ
ビ
ア
ン
の
街
な
ど
が
あ
る
。

　

シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｎ 

）
城
は
、
モ
ン
ト
ル
ー
の
街
か
ら

車
で
十
分
程
の
所
に
位
置
し
、
レ
マ
ン
湖
の
中
の
岩
島
の
上
に
建
て

ら
れ
、
自
然
の
お
掘
り
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
ア
ル
プ
ス
連
峰
と
レ
マ

ン
湖
と
背
後
の
傾
斜
面
の
緑
に
映
え
る
こ
の
城
は
何
と
も
美
し
い
姿

で
、
絵
画
的
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
っ
た
。
か
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
ユ
ー
ゴ

は
、
こ
の
城
を
『
岩
塊
の
上
の
塔
の
塊
』
と
表
現
し
て
い
る
が
、
そ

ん
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
も
と
は
九
世
紀
頃
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
の

上
に
建
て
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア
に
抜
け
る
街
道
監
視
用
の
『
関
所
』
で
、

後
世
に
な
っ
て
牢
獄
や
処
刑
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

　

十
六
世
紀
頃
新
教
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
旧
教
徒
の
君
主
に
捕
ら

え
ら
れ
こ
の
城
の
地
下
牢
に
幽
閉
さ
れ
た
と
い
う
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の

修
道
院
長
ボ
ニ
ヴ
ァ
ー
ル
の
史
実
に
も
と
ず
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩

人
バ
イ
ロ
ン
が
十
九
世
紀
に
叙
事
詩
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
を
書
い
て

有
名
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

城
内
の
暗
い
地
下
牢
は
床
が
凹
凸
の
あ
る
岩
磐
の
地
肌
が
む
き
出

し
て
い
て
、
動
物
園
の
ラ
イ
オ
ン
の
檻
の
床
を
思
わ
せ
た
。
柱
に
は

バ
イ
ロ
ン
が
自
ら
刻
ん
だ
と
い
う
名
前
（
一
八
一
六
年
）
が
残
っ
て

い
た
。
シ
ヨ
ン
城
は
、
そ
の
華
麗
な
外
観
に
比
べ
て
城
内
は
暗
く
、

古
代
の
鎧
兜
に
槍
刀
が
陳
列
さ
れ
、
何
と
も
お
ぞ
ま
し
い
場
所
と
の

印
象
だ
が
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
幸
福
の
椅
子
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
幸
運
を
祈
念
し
、
家
内
と
記
念
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

を
撮
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

大
通
り
を
隔
て
た
シ
ヨ
ン
城
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
シ
ヨ
ン
城
を

眺
め
な
が
ら
昼
食
を
済
ま
せ
た
。

　

午
後
は
レ
マ
ン
湖
に
沿
っ
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
へ
入
っ
た
。
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
大
学
構
内
の
宗
教
改
革
記
念
碑
、
オ
ー
ビ
ー
ブ
公
園
、
花
時
計
の

あ
る
イ
ギ
リ
ス
庭
園
な
ど
を
散
策
し
た
。
レ
マ
ン
湖
畔
で
は
、
例
に

よ
っ
て
朝
ホ
テ
ル
か
ら
仕
込
ん
で
来
た
パ
ン
を
撒
い
た
ら
白
鳥
、
鴨
、

そ
れ
に
真
っ
黒
い
鵜
ま
で
寄
っ
て
き
て
賑
や
か
で
あ
っ
た
。
自
分
の

餌
に
寄
っ
て
来
る
鴨
を
追
っ
払
う
鵜
が
い
れ
ば
、
逆
に
鵜
を
追
っ
払

う
鴨
も
い
て
、
力
関
係
の
上
下
は
よ
く
判
ら
な
か
っ
た
が
、
図
体
の

大
き
い
白
鳥
は
、
彼
等
の
争
い
に
無
関
心
と
い
う
風
情
で
ユ
ッ
タ
リ

と
構
え
て
い
た
。

　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
宿
舎
は
五
つ
星
の
ル
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
で
、
こ
こ

も
夕
食
は
正
装
を
要
請
さ
れ
た
。
夕
食
し
て
午
後
八
時
過
ぎ
に
近
く

の
公
園
を
散
歩
し
た
が
、
夜
に
は
程
遠
い
明
る
さ
で
あ
っ
た
。

五
月
一
日
（
日
）
快
晴 

九
日
目

　

今
日
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
来
て
始
め
て
、
鉄
道
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
か
ら

花
の
都
パ
リ
へ
行
く
の
で
あ
る
。
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
五
時
四
十
五

分
、
荷
物
回
収
六
時
十
五
分
、
朝
食
六
時
半
、
ホ
テ
ル
出
発
七
時
で

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
駅
へ
向
か
っ
た
。
列
車
が
出
る
ま
で
の
時
間
を
利
用
し

て
駅
で
持
ち
金
の
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
を
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
に
、
又

円
貨
も
両
替
し
た
。
一
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
が
十
九
・
三
九
円
で
後

の
パ
リ
よ
り
交
換
レ
ー
ト
は
よ
く
な
か
っ
た
。

　

午
前
七
時
四
十
五
分
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
発
Ｔ
Ｇ
Ｖ 

は
、
東
海
道
新
幹

線
よ
り
振
動
が
大
き
い
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
菜
の
花
が
一
面
満
開
の

風
景
に
み
と
れ
て
い
た
の
で
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。
三
時
間
半
程
で

パ
リ
駅
に
到
着
し
た
。

　

添
乗
員
か
ら
、
パ
リ
は
ス
リ
だ
の
窃
盗
だ
の
犯
罪
が
多
い
か
ら
、

持
ち
物
に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
、
く
ど
い
程
言
わ
れ
た
の
で
シ
ョ

ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
は
前
方
に
抱
え
る
様
に
持
っ
た
。
花
の
都
パ
リ
の
噂

に
は
程
遠
く
、
パ
リ
駅
周
辺
は
汚
い
所
で
あ
っ
た
。
昼
直
前
に
な
っ

て
お
り
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
を
見
て
か
ら
、
日
本
料
理
レ
ス

ト
ラ
ン
に
行
っ
た
。
私
達
が
日
本
を
離
れ
て
九
日
経
っ
て
お
り
、
そ

ろ
そ
ろ
日
本
食
が
恋
し
い
頃
で
は
な
い
か
と
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

の
配
慮
が

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
海
外
で
の
日
本
料
理
は
西
洋
料
理
に

飽
き
た
場
合
は
と
も
か
く
、
余
り
歓
迎
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

昼
食
後
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
通
り
、
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
、
凱
旋
門
、
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
な
ど
を
観
光
し
た
。
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
寺
院
近
く
の
外
貨
交
換
所
で
は
、
一
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン

が
十
八
・
九
四
円
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
よ
り
交
換
レ
ー
ト
は
良
か
っ
た
。

　

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
前
で
私
達
夫
婦
は
年
齢
合
計
が
百
歳
以
上
と
い

う
こ
と
で
、
塔
を
背
景
に
大
き
な
記
念
写
真
を
撮
影
し
て
く
れ
、
ホ

テ
ル
に
帰
っ
た
時
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
が
、
こ
の
写
真
は
な
か
な

か
見
栄
え
が
あ
り
、
と
て
も
よ
い
土
産
に
な
っ
た
。
オ
ペ
ラ
座
近
く

の
日
本
人
向
け
土
産
免
税
店
三
軒
も
の
ぞ
い
た
が
、
あ
ま
り
興
味
は

な
か
っ
た
。

　

明
日
は
終
日
自
由
行
動
で
あ
り
、
添
乗
員
か
ら
パ
リ
市
内
の
地
下

鉄
の
乗
り
方
を
教
え
て
貰
っ
た
。
宿
舎
は
凱
旋
門
か
ら
グ
ラ
ン
ド
・

ア
ル
メ
通
り
を
北
西
へ
行
っ
た
所
に
あ
り
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
を
眼

下
に
見
下
ろ
す
コ
ン
コ
ル
ド
・
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
・
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

旅
装
を
解
い
て
暫
く
休
息
し
て
、
夕
食
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、

家
内
と
ホ
テ
ル
の
中
を
探
訪
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
ホ
テ
ル
は
大
規
模
で
、
多
く
の
有
名
店
が
あ
っ
た
が
、
私
と

家
内
は
ケ
ー
キ
の
旨
そ
う
な
喫
茶
店
に
入
っ
た
。
本
場
の
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
と
カ
フ
エ
ー
オ
レ
を
満
喫
し
て
七
八
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
（
約

千
五
百
円
）
で
あ
っ
た
。
店
内
で
私
達
の
テ
ー
ブ
ル
の
近
く
に
い
た

白
人
の
老
夫
が
話
し
か
け
て
き
た
。
多
分
フ
ラ
ン
ス
語
と
思
わ
れ
た

が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
こ
ち
ら
は
サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
ず
、
そ
の
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う
ち
あ
き
ら
め
た
様
で
あ
っ
た
。

　

夕
食
は
正
装
抜
き
の
ラ
フ
ス
タ
イ
ル
で
よ
く
、
メ
イ
ン
は
、
名
物

の
エ
ス
カ
ル
ゴ
料
理
で
あ
っ
た
。
私
は
台
湾
生
ま
れ
で
、
食
用
カ
タ

ツ
ム
リ
に
は
ヘ
キ
エ
キ
し
て
お
り
、
類
似
の
巻
き
貝
に
は
弱
い
の
で
、

今
回
の
旅
で
唯
一
苦
手
な
食
事
に
出
く
わ
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

エ
ス
カ
ル
ゴ
料
理
以
外
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
出
た
の
で
、

エ
ス
カ
ル
ゴ
を
食
べ
な
く
て
も
、
支
障
は
な
か
っ
た
。

　

全
員
そ
ろ
っ
て
の
夕
食
も
今
晩
が
最
後
に
な
る
の
で
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

か

ら
ワ
イ
ン
飲
み
放
題
の
サ
ー
ビ
ス
が
振
る
舞
わ
れ
、
我
々
は
、
十
分

堪
能
し
た
。

五
月
二
日
（
月
）
快
晴 

十
日
目

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
、
唯
一
の
自
由
行
動
の
日
で
、
終
日
パ
リ
市
内

を
楽
し
め
る
。
一
応
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
七
時
半
、
朝
食
七
時
か
ら

十
時
に
な
っ
て
い
た
が
、
例
に
よ
っ
て
早
起
き
し
て
朝
食
を
済
ま
せ

た
。
折
角
パ
リ
に
来
た
の
で
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
参
観
を
望
ん
だ

が
、
毎
年
五
月
一
日
と
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日
に
な
っ
て
お
り
、
今

回
は
こ
れ
が
重
な
る
形
で
何
と
も
間
が
悪
く
、
こ
こ
だ
け
は
幸
運
の

女
神
の
微
笑
み
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
ま
で
沢
山
の
幸
運
に
恵
ま

れ
て
た
か
ら
致
し
方
な
い
と
あ
き
ら
め
た
。

　

そ
こ
で
今
日
は
、
地
下
鉄
を
利
用
し
て
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
を
メ
イ

ン
に
見
学
し
て
オ
ペ
ラ
座
、
免
税
店
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
通
り
、
凱

旋
門
を
散
策
す
る
と
い
う
大
雑
把
な
計
画
を
立
て
た
。
今
晩
は
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
セ
ー
ヌ
川
デ
イ
ナ
ク
ル
ー
ズ
を
申
し
込
ん
だ
の

で
、
夕
方
ま
で
に
は
宿
舎
に
帰
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

セ
ー
ヌ
川
デ
イ
ナ
ク
ル
ー
ズ
は
、
一
旦
日
本
で
申
込
ん
で
か
ら
取

り
消
し
た
が
、
こ
ち
ら
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
未
だ
空
き
が
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
日
申
込
で
な
く
一
日
前
迄
の
申
込
な

ら
受
け
付
け
る
と
の
事
だ
っ
た
の
で
、
早
速
昨
日
添
乗
員
経
由
で
申

込
ん
だ
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
く
代
金
も
立
替
払
い
し

て
も
ら
っ
た
。
今
日
Ｊ
Ｃ
Ｂ 

プ
ラ
ザ
・
パ
リ
で
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
し

て
精
算
す
る
こ
と
に
し
た
。
日
本
で
は
代
金
一
人
二
万
円
が
、
当
地

パ
リ
で
は
約
一
万
八
千
円
弱
で
済
ん
だ
か
ら
、
私
の
円
高
メ
リ
ッ
ト

作
戦
は
正
解
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
見
学
は
、
代
金
が
一
人
当
た
り
三
八
〇
フ
ラ
ン

ス
・
フ
ラ
ン
（
七
一
九
二
円
）
の
半
日
コ
ー
ス
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
が
あ
っ
た
が
、
敢
え
て
単
独
行
動
の
地
下
鉄
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。

因
み
に
、
昼
食
代
を
別
に
す
る
と
私
達
夫
婦
の
交
通
費
・
観
覧
料
は

地
下
鉄
二
五
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
八
〇
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
紹
介
本

代
六
〇
、
オ
ペ
ラ
座
一
二
〇
で
、
二
人
合
せ
て
二
八
五
フ
ラ
ン
ス
・

フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
コ
ン
コ
ル
ド
・
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
・
ホ
テ
ル
に

直
接
連
絡
し
て
い
る
地
下
鉄
ポ
ル
ト
・
マ
イ
ヨ
ー
駅
か
ら
ル
ー
ヴ
ル

美
術
館
最
寄
り
の
駅
へ
行
っ
た
。
出
口
を
間
違
え
た
せ
い
か
ち
ょ
っ

と
遠
回
り
し
て
、
初
め
は
美
術
館
の
入
り
口
が
何
処
か
判
ら
ず
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
し
ま
っ
た
。

　

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
は
、
巨
大
な
建
物
で
私
の
様
な
素
人
で
も
知
っ

て
い
る
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
モ
ナ
リ
ザ
の
微
笑
や
ミ

ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
な
ど
の
実
物
を
初
め
、
陳
列
物
も
多
種
、
多
様
そ

れ
に
多
量
で
あ
る
。
絵
画
、
彫
刻
な
ど
六
部
門
に
分
れ
、
展
示
総
数

は
三
十
万
点
を
超
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
半
日
で
見
ら

れ
る
範
囲
は
物
理
的
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
館
内
は
上
り
・
下
り

が
多
く
、
遠
足
よ
り
重
労
働
で
入
館
し
て
三
時
間
も
た
っ
て
な
い
の

に
、
顎
を
出
し
て
し
ま
い
最
寄
り
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
。

　

こ
れ
だ
と
一
日
中
回
っ
て
も
ど
の
く
ら
い
参
観
出
来
る
か
、
体
力

的
に
も
自
信
が
な
い
。
観
覧
専
用
の
車
椅
子
か
何
か
が
あ
れ
ば
便
利

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
館
内
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
若
い
画
家
が

絵
画
を
模
写
し
て
い
る
光
景
が
目
を
引
い
た
が
、
あ
れ
は
特
別
な
資

格
な
い
し
許
可
証
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
あ
る
素
人
に
も
門
戸

を
開
い
て
く
れ
れ
ば
、
写
生
で
も
す
る
の
に
な
と
思
っ
た
り
し
た
。

　

疲
れ
た
の
で
早
め
に
昼
食
を
取
る
事
に
し
た
。

　

美
術
館
内
の
方
が
手
取
り
早
い
と
考
え
、
ル
ー
ヴ
ル
・
レ
ス
ト
ラ

ン
に
入
っ
た
。
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ア
ー
費
用
を
節
約
し
た
分
、
昼

食
に
は
思
い
切
っ
て
投
資
す
る
こ
と
に
し
、
美
味
そ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

と
ワ
イ
ン
を
選
ん
だ
。
コ
ー
ス
・
ラ
ン
チ
三
四
〇
、
白
ワ
イ
ン
ボ
ト

ル
九
五
、
コ
ー
ヒ
ー
十
四
、
テ
イ
ー
十
五
の
合
計
四
六
四
フ
ラ
ン
ス
・

フ
ラ
ン
（
約
九
千
円
）
は
Ｊ
Ｃ
Ｂ 

カ
ー
ド
で
支
払
っ
た
。
こ
の
ル

ー
ヴ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は
日
本
人
の
客
あ
し
ら
い
が
た
く
み
で
、
フ

ラ
ン
ス
語
が
出
来
な
く
て
も
食
事
を
す
る
の
に
苦
労
は
な
か
っ
た
。

同
じ
館
内
で
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
方
は
混
雑
し
て
い
た
が
、

ル
ー
ヴ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は
高
級
な
の
か
、
そ
ん
な
に
混
ん
で
な
く

静
か
に
家
内
と
本
場
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。

　

昼
食
後
は
腹
ご
な
し
を
か
ね
て
、
地
図
を
頼
り
に
徒
歩
で
バ
ン
ド

ー
ム
広
場
の
Ｊ
Ｃ
Ｂ 

プ
ラ
ザ
・
パ
リ
へ
行
き
、
今
夜
の
セ
ー
ヌ
川

デ
イ
ナ
ク
ル
ー
ズ
の
代
金
相
当
分
を
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
し
た
。
そ
れ
か

ら
昨
日
訪
れ
た
免
税
店
付
近
を
歩
い
て
、
オ
ペ
ラ
座
を
見
学
し
た
。

　

オ
ペ
ラ
座
は
一
八
七
五
年
に
完
成
の
客
席
数
二
二
〇
〇
、
一
度
に

約
四
五
〇
人
も
出
演
出
来
る
世
界
最
大
規
模
の
劇
場
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

丸
天
井
に
描
か
れ
た
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
『
夢
の
花
束
』
は
、
実
に
見

事
な
も
の
で
、
劇
場
の
階
段
を
初
め
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
豪
華
な
装

飾
が
施
さ
れ
見
応
え
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
オ
ペ
ラ
座
近
く
の
パ
リ

三
越
へ
も
寄
っ
た
。

　

帰
り
は
地
下
鉄
の
入
り
口
が
判
ら
ず
困
っ
た
が
、
オ
ペ
ラ
駅
か
ら

コ
ン
コ
ル
ド
駅
乗
換
え
で
ポ
ル
ト
・
マ
イ
ヨ
ー
駅
へ
着
き
、
コ
ン
コ

ル
ド
・
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
・
ホ
テ
ル
へ
戻
っ
た
。
セ
ー
ヌ
川
デ
イ
ナ

ク
ル
ー
ズ
参
加
組
は
、
夕
方
六
時
四
十
五
分
に
ホ
テ
ル
一
階
フ
ロ
ン

ト
に
集
合
し
、
送
迎
バ
ス
で
ク
ル
ー
ズ
船
発
着
所
へ
行
っ
た
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
、

オ
ル
セ
ー
美
術
館
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
な
ど
パ

リ
の
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
デ
イ
ナ
ー
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
を
堪

能
し
た
。
船
の
外
周
は
飛
沫
避
け
な
の
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
が
、

透
明
な
ヴ
ィ
ニ
ー
ル
・
シ
ー
ト
で
囲
ま
れ
て
暖
か
っ
た
が
、
船
橋
（
ブ
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リ
ッ
ジ
）
は
気
温
が
低
く
寒
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
照
明
も
艶
や
か

で
、
船
内
は
時
の
経
つ
に
つ
れ
て
賑
や
か
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
日
ロ
ン
ド
ン
か
ら
パ
リ
に
着
い
て
、
こ
の
ク
ル
ー
ズ
に
直
行
・

参
加
し
た
と
い
う
別
の
パ
ッ
ク
・
ツ
ア
ー
の
三
重
県
出
身
の
塾
年
夫

婦
と
席
が
隣
り
合
せ
で
、
旅
の
話
に
花
が
咲
い
た
。
こ
の
ご
主
人
は

カ
メ
ラ
マ
ニ
ア
ら
し
く
、
盛
ん
に
写
真
を
撮
っ
て
後
日
送
っ
て
く
れ

た
。五

月
三
日
（
火
）
快
晴 

十
一
日
目

　

海
外
旅
行
も
い
つ
の
間
に
か
、
十
一
日
が
過
ぎ
て
早
く
も
帰
国
の

日
が
到
来
し
た
。
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
八
時
、
荷
物
回
収
九
時
、
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
十
一
時
半
、
出
発
十
一
時
四
十
分
と
わ
り
に
ゆ
っ
た

り
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
私
達
夫
婦
は
持
て
る
時
間
を

有
効
に
活
用
す
べ
く
、
今
日
も
早
起
き
し
て
ホ
テ
ル
近
く
の
ポ
ル

ト
・
マ
イ
ヨ
ー
広
場
か
ら
片
道
約
一
キ
ロ
米
の
グ
ラ
ン
ド
・
ア
ル
メ

通
り
を
徒
歩
で
往
復
す
る
こ
と
と
し
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
・

エ
ト
ワ
ー
ル
広
場
の
凱
旋
門
ま
で
行
っ
た
。
大
通
り
は
交
通
が
激
し

い
の
で
、
凱
旋
門
に
は
大
通
り
広
場
直
下
の
地
下
道
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
で
凱
旋
門
の
頂
上
に
登

っ
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
は
登
り
だ
け
一
人
三
十
一
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
か
か

る
が
、
切
符
の
売
り
場
が
地
下
だ
っ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
最
初
そ
の

場
所
を
探
し
て
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
し
ま
っ
た
。
折
か
ら
素
晴
ら
し
い
快

晴
で
、
凱
旋
門
頂
上
か
ら
パ
リ
市
内
が
三
六
〇
度
眺
望
で
き
て
満
足

し
た
。

　

添
乗
員
か
ら
今
日
は
機
内
搭
乗
ま
で
、
昼
食
を
取
る
機
会
が
な
い

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
グ
ラ
ン
ド
・
ア
ル
メ
通
り
に
あ
る
パ
ン
屋

に
立
ち
寄
り
、
長
い
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
ハ
ム
や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

挟
ん
だ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
買
い
求
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
言
葉

が
通
じ
な
い
た
め
ス
ッ
タ
モ
ン
ダ
し
て
い
た
ら
親
切
な
女
子
学
生
が

寄
っ
て
来
て
通
訳
を
や
っ
て
く
れ
た
の
で
一
件
落
着
し
た
。

　

彼
女
が
い
て
本
当
に
助
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
き
な
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
は
一
個
二
二
・
五
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
（
約
四
三
〇
円
）
で
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
酒
屋
で
一
本
八
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
（
約
一
五
二
円
）

の
缶
ビ
ー
ル
を
三
つ
買
っ
た
。
家
内
と
二
人
で
舗
道
の
ベ
ン
チ
に
腰

掛
け
て
、
典
型
的
な
パ
リ
の
町
並
み
を
眺
め
な
が
ら
、
今
度
は
何
時

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
か
な
、
ま
た
来
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
な

な
ど
と
話
し
な
が
ら
缶
ビ
ー
ル
を
空
け
て
、
ホ
テ
ル
へ
戻
っ
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
済
ま
せ
、
コ
ン
コ
ル
ド
・
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
・

ホ
テ
ル
を
あ
と
に
専
用
バ
ス
で
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
空
港
へ
向

か
っ
た
。
空
港
の
免
税
店
で
土
産
の
酒
、
口
紅
、
ク
ロ
ス
の
ボ
ー
ル

ペ
ン
な
ど
を
買
い
、
残
り
の
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
は
円
貨
に
交
換
し

て
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
外
貨
を
処
分
し
た
。

　

因
み
に
レ
ー
ト
は
、
一
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
当
た
り
十
七
円
二
十

銭
で
あ
り
、
円
へ
の
交
換
は
千
円
札
以
上
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ル
フ

ト
ハ
ン
ザ
・
ド
イ
ツ
航
空
の
国
内
線
で
パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ

ー
ル
空
港
を
十
四
時
四
十
分
に
出
発
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港

に
十
六
時
着
、
今
度
は
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
・
ド
イ
ツ
航
空
の
国
際
線
で

十
六
時
五
十
五
分
に
出
発
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
別
れ
を
告
げ
た
。

　

機
内
で
は
仲
良
く
な
っ
た
仲
間
と
今
度
の
旅
の
思
い
出
語
り
に
余

念
が
な
か
っ
た
。
母
娘
組
は
前
に
も
来
た
こ
と
が
あ
り
旅
慣
れ
て
い

た
様
だ
が
、
パ
リ
で
の
自
由
行
動
の
日
、
買
い
物
に
行
っ
て
地
下
鉄

で
危
う
く
集
団
ス
リ
に
や
ら
れ
か
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。
私
達
は

機
内
に
場
慣
れ
し
た
せ
い
か
、
前
に
も
増
し
て
厨
房
室
に
足
し
げ
く

通
い
、
ケ
ー
キ
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
、
お

む
す
び
な
ど
を
飲
ん
で
食
べ
て
退
屈
さ
を
凌
い
だ
。
テ
レ
ビ
の
デ
イ

ス
プ
レ
ー
で
は
、
日
本
で
は
公
開
前
の
映
画
を
一
晩
中
流
し
て
い
た
。

五
月
四
日
（
水
）
曇
り 

十
二
日
目

　

成
田
国
際
空
港
に
午
前
十
一
時
十
分
無
事
到
着
し
た
。
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
で
は
、
待
つ
間
も
な
く
自
分
の
ト
ラ
ン
ク
が
出
て
来
た
の
で
、

す
ぐ
通
関
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
が
、
検
査
官
か
ら
ト
ラ
ン
ク
を
開
け

る
要
請
も
な
く
パ
ス
し
て
入
国
し
た
。
私
達
夫
婦
以
外
は
、
新
婚
さ

ん
、
母
娘
、
Ｏ
Ｌ 

三
人
組
の
い
ず
れ
も
女
性
の
多
い
構
成
で
、
旅

行
中
は
買
い
物
に
余
念
が
な
く
、
土
産
を
沢
山
持
っ
て
来
て
お
り
、

な
か
な
か
通
関
か
ら
出
て
こ
な
か
っ
た
。

　

今
回
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行
だ
っ
た
の
で
、
各
国
通
貨
を
う
ま
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
す
べ
て
使
い
切
っ
て
来
た
の
で
、
成
田
空
港

で
の
円
貨
へ
の
両
替
は
し
な
い
で
済
ん
だ
。
荷
物
は
、
割
れ
物
を
除

き
、
Ｑ
Ｌ 

ラ
イ
ナ
ー
に
託
送
を
依
頼
し
た
。
私
達
は
身
軽
に
な
っ

て
帰
途
は
空
港
バ
ス
で
箱
崎
の
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｔ 

へ
行
っ
た
が
、
車
中
で

偶
然
添
乗
員
と
ま
た
一
緒
に
な
っ
た
。

　

彼
女
は
気
さ
く
な
チ
ャ
キ
チ
ャ
キ
の
江
戸
ッ
子
で
、
住
居
は
箱
崎

に
近
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
達
は
箱
崎
に
近
い
水
天
宮
駅
か
ら
半

蔵
門
線
経
由
田
園
都
市
線
一
本
で
効
率
良
く
帰
っ
た
。
こ
ん
な
に
長

く
家
を
空
け
た
の
は
初
め
て
で
、
連
休
を
利
用
し
て
留
守
番
を
頼
ん

で
い
た
娘
夫
婦
も
私
達
の
無
事
の
帰
着
を
喜
ん
で
く
れ
た
。

　

旅
は
何
処
に
行
っ
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
心
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
。
こ
の
旅
の
十
二
日
間
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
毎
日
が
目
新
し

い
変
化
の
連
続
で
、
息
を
つ
く
間
も
な
い
う
ち
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

期
せ
ず
し
て
幸
い
に
も
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
手
に
し
た
当
初
か
ら
、
こ

の
旅
は
幸
運
に
満
ち
て
い
た
。
行
動
を
と
も
に
し
た
添
乗
員
は
ベ
テ

ナ
ン
で
い
い
人
だ
っ
た
し
、
ツ
ア
ー
仲
間
も
気
さ
く
な
人
達
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

　

当
初
良
い
旅
に
な
り
そ
う
と
予
感
し
た
通
り
に
事
が
は
こ
び
、
同

行
の
皆
さ
ん
に
は
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
誰
一
人
と
し
て
病
気
、

盗
難
、
事
故
に
遭
わ
ず
最
後
ま
で
全
員
揃
っ
て
安
全
無
事
に
帰
国
で

き
た
こ
と
は
、
こ
れ
こ
そ
今
回
の
旅
を
総
括
し
て
最
高
の
『
幸
運
そ

の
六
』
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

　

私
の
生
涯
で
初
め
て
の
最
長
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
多
く
の
幸
運

に
恵
ま
れ
、
最
高
の
想
い
出
と
な
っ
た
、
記
念
す
べ
き
還
暦
旅
行
の
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記
録
を
こ
の
辺
で
閉
じ
よ
う
と
思
う
。

tyam
多趣味人間やまとの世界

http://homepage1.nifty.com/PGA01511/
もりかず
暦記念ヨーロッパ旅行記
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